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横浜市神奈川区の京浜臨海部に研究拠点を開設した
昭和電工は横浜市神奈川区の京浜臨海部に研究開発拠点を開設した。環境・エネルギー分野での材料開発など同社グループの先端分野の研究開発を担う中核拠点として運営する。アクセスの良さを生かし社内外の人材と交流できるスペースも設ける。

施設は地上5階建て延べ床面積8800平方メートルで、1～4階を研究開発のエリアに、5階を社外と連携して技術革新を目指す「オープンイノベーション」の場として運営し、共同研究や人材交流を実施する予定だ。

JR京浜東北線の新子安駅（横浜市神奈川区）から徒歩8分程度の工業地帯に約4400平方メートルの市有地を借りて整備した。借地期間は50年で、投資額は非開示。横浜市が進める京浜臨海部再編整備の一環で、2018年度の公募で選定され、21年から着工していた。

同社は千葉市緑区のJR土気駅近くに主要な研究拠点がある。今後、横浜市の拠点を中核施設として研究員などを集約し、160人程度が勤務する体制にする予定という。





